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https://skrs.adm.kanazawa-u.ac.jp/network3ココアアフファァシシリリテティィ構構築築支支援援ププロロググララムムのの中中でで戦戦略略的的にに連連携携

北北陸陸フファァシシリリテティィ・・
技技術術人人材材ネネッットトワワーークク

研究設備, 人材の公開・
共有, 技術伝承, 収益化

産産学学官官金金ココンンソソーーシシアアムム
ととのの連連携携とと資資金金運運用用

北陸銀行・北陸経済連合会・
本学企業協力会

自立的な機器メンテナンス

目目的的積積立立金金等等をを
活活用用ししたた多多年年度度
繰繰越越シシスステテムム

世世界界水水準準ををﾀﾀｰーｹｹﾞ゙ｯｯﾄﾄととししたた
卓卓越越技技術術職職員員

エエババンンジジェェリリスストトのの育育成成

金沢大学版技術評価制度・
キャリアパスの構築

産産学学/産産産産協協創創
オオーーププンン技技術術ララボボ

本学と企業の技術者が
集う交流・研鑽の場

エエビビデデンンススにに基基づづくく
立立案案・・導導入入・・更更新新

シシスステテムム

設備共同利用
オンラインシステムの活用

財務と連携

コアファシリティ構築のGood practiceとして実施。ノウハウを地域から全国へ共有

７７つつのの取取りり組組みみのの中中のの一一つつにに位位置置付付けけ、、
事事業業活活動動のの紹紹介介とと横横連連携携をを目目指指ししたた。。

特特色色ののああるる77つつのの取取組組

キャリア早期・中期からの
育成を実現する環境整備

未未来来のの金金沢沢大大学学をを担担うう
経経営営人人材材のの育育成成

人事と連携

和田 隆志 学長
（R4.4から）

2北陸ファシリティ・技術人材ネットワーク 概概要要

ネットワーク名 北陸ファシリティ・技術人材ネットワーク

設立年 2020年9月

地域 石川県・福井県・富山県

目的 金沢大学をハブ校として北陸地域の大学・公設試等を結ぶネット
ワークを構築し、各機関の共用設備と技術職員の公開と共有、技術
職員間での機関を越えた技術伝承、共用設備利用促進による収益化
に取り組む。

主な活動内容 共用設備の利用促進、技術人材の交流、ポータルサイトにおける情
報公開、各機関の紹介。

強み 北陸３県にまたがるネットワーク。北陸新幹線の敦賀延伸で、短時
間でのアクセスが可能に。

成果 ファシリティデータベースと技術人材データベースの公開、設備共
同利用を中核に据えたリカレント教育プログラムの構築と実施等の
スピンオフ

課題 コアファシリティ構築支援事業期間以降の自走など
1

北陸ファシリティ・技術人材ネットワーク
活動紹介と地域ネットワーク連携への期待

金沢大学
研究基盤統括本部

先端科学・社会共創推進機構
長井 圭治

研究基盤EXPO2025
地域ネットワークの連携・発展による
研究基盤エコシステムの構築
Jan. 28, 2025

＜ネットワーク参画機関＞
富山大学、福井大学、北陸先端科学技術大学院大学
金沢医科大学、石川県警察科学捜査研究所、
石川県立大学、富山県立大学、福井県立大学、
石川県工業試験場、福井県工業技術センター、
富山県産業技術開発開発センター
製品評価技術基盤機構
中小機構、NEXCO中日本名古屋
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https://skrs.adm.kanazawa-u.ac.jp/network/facility/searchhttps://skrs.adm.kanazawa-u.ac.jp/portal
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12地地域域ネネッットトワワーーククススピピンンオオフフ２２

●東東北北大大学学
●横横浜浜国国立立大大学学
●工工学学院院大大学学

セミナーの実施
Webサイトからの情報発信
会員限定の情報提供

福井大学●

科学技術大学院大学●

●

石川県立大学●

北陸呼吸器内科
医療推進機構●

金沢大学

★★

金沢医科大学

北北陸陸研研究究デデーータタ基基盤盤ココンンソソーーシシアアムム

北陸先端

https://dri.w3.kanazawa-u.ac.jp/consortium/index.html

北陸研究データ基盤コンソーシアムは
北陸以外の方にも会員

になっていただけます。

11地地域域ネネッットトワワーーククススピピンンオオフフ１１

コアファシリティによる社会人教育

学外の講師/共同利用設備

富山県立大学 大坂先生
質量分析計マッピング

石川県工業試験場
笹木先生

質量分析 匂い成分

産総研 大古先生

10地域連携の土台の確立

福井大学●

北陸先端科学技術大学院大学●

●

石川県立大学★★
★★富山県産業技術研究開発センター

●富山大学

金沢大学

金沢医科大学

石川県工業試験場●
石川県警察科学捜査研究所●

製品評価技術基盤機構★★
中小企業基盤整備機構★★

中日本ハイウェイ・
エンジニアリング名古屋★★

北北陸陸フファァシシリリテティィ・・技技術術人人材材ネネッットトワワーークク

福井県工業技術センター★★
★★福井県立大学

★★富山県立大学

●

ココアアフファァシシリリテティィ構構築築支支援援事事業業
連連携携機機関関

連連携携機機関関以以外外のの加加盟盟機機関関

本事業の主な実績

活動により見えてきたお互いの役割

設備共同利用ネットワークから、
・国立大学 ⇒

お互いの強みを見える化して活かす
・公私立大学 ⇒主に基盤ユーザとして
・公設試 ⇒大学と相補的目的指向

他地域ネットワークから、
・他地域のGood Practiceの横展開
・各地域共通の課題の抽出

ファシリティデータベース
技術者データベース
技術職員研修
ワークショップの開催
（コロナ禍明け 2023, 2024）
地域ネットワークサミット@琉球大学
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9
人人材材育育成成ププロロググララムムやや技技術術講講習習会会のの相相互互乗乗りり入入れれ

エバンジェリスト

世界トップレベル
のスキル保有者

マイスター

技術伝承を行う
熟練職員高度技術専門職員

１級

２級

３級

学内専門分野を牽引する技術を持つ者

・研究支援にあたる技術職員を対象
・認定理由を明示
・部門を超えた情報共有→協力関係
・新たなキャリアパスを提示
・技術者からの事業提案学長・理事

技術職員

部門長

総合技術部

技術的業績・貢献認定

（一次評価）

人人事事部部局局とと連連携携

技技術術人人材材育育成成ププロロググララムム

技術
職員

主任
技術
職員

技術
専門
職員

技術
専門
員

産産学学ｵｵｰーﾌﾌﾟ゚ﾝﾝ
技技術術ﾗﾗﾎﾎﾞ゙
技技術術研研鑽鑽

会会発発表表会会
高高度度職職認認
定定制制度度 等等

学学内内競競争争的的

資資金金//若若手手･･

中中堅堅支支援援

初初任任者者
ススタターートト
アアッッププ研研修修

高高度度技技術術職職員員認認定定制制度度
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AI活用、DX、オープンサイエンスなど、研究の現場が大きく変わりつつある一方で、
大学の事務や研究支援の現場には大きな戸惑いも発生しています。
今回のセミナーでは、デジタル研究基盤の世界的な流れと最先端の姿や、国内の現
状とその先に向けた課題について、この分野の第一人者をお迎えして講演していた
だきます。
また、金沢大学の取り組みと北陸地区への展開について報告いたします。
後半は現地のみの情報交換会を設けて、各大学の現状や課題を共有することにより、
今後の取り組みに活かせればと考えています。
•申 込：https://ws.formzu.net/dist/S602190513/

※事前申し込みが必要です
•日 時：令和7年2月19日（水）14時00分～17時30分
•形 式：ハイブリッド（対面＋オンライン開催）
•会 場：金沢大学ナノ生命科学研究所 4階大会議室（フロアガイド）

金沢大学角間キャンパス南地区（石川県金沢市角間町）

https://dri.w3.kanazawa-u.ac.jp/consortium/index.html

北陸研究データ基盤コンソーシアム は
北陸以外の方にも会員になっていただけます。

13お知らせ 第4回北陸地区学術データ基盤セミナー




